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あ

る

79
の

ど
す

る

rJ
と
｡

右

の
責

任

は
皆
聾

者

の
間

に
同

意

さ
れ

た

る
特

約

に
依

る

亡
き

は
之

れ

に
盛

夏

を
加

ふ

る

こ

と
を

得

べ
き

も
次

の
如

き
例

外

あ

る

rJ
だ

船

童

は
遅

達

契
約

書

或

は
船

荷

謹
券

に
約

款
を

挿

入

す

る

乙

だ

に
依

り
或

は
其
他

の
食

意

の
方

法

に
依

b
次

に
渇

ぐ

る
所

の
行

虜

に
付

て
責

任

を
免

か
る

べ
き

乙

だ
を
汲

め
約

乗

す

る

乙
だ
能

は
す
o

(A
)

解

離

の
耐

航

カ
(S
ea
w
･rth
i1,eSS)を
波

す

べ
き

船

長

其
他

の
職

員

の
行

虜

(謂

軸
舶

舶
酢
蛸
鳩
州
)

(里

引

受

け

た

る
準

産

品

の
籍

付

不
良
'不

注

意
､引

渡

不

良

に
困

-

て
損
害

を
生

ず

る

街

盈

諾

齢
ほ
鮒
豊



(C
)

纏

べ
t

の
忍
術

(barratl･y).悪
意
(g
ro
sBfraua)
だ
L

y
見

ら
れ
得

べ
き

過
失

の
纏

.,(

七

の
行
虜
及

び
場
食

謂

琳
嫡
諾

)

職
員

の
行
男

よ

r･n
生
ず

る
東

宝

の
責
任

は
舶
舶

及

び
遅

速
賃

を
限
度

だ
す

べ
き

rJ
～

地

主
は
船

舶
及

び
蓮
蓬
賃

著
-

は
起
訴

の
噂

に
於

て
之
等

の
79
秒
の
看

す

る
慣

格

を
番

付

す
れ

ば
糞

便

を
免

か
る

ヽ

乙
W
を
待

べ
き

rJ
だ

塵

考

の
食

め
左

に
其

の
英

文

h
L
附
記

す
o

T
h
e
o
w
n
e
r8
0f
Bh
;p
s
a
re
c
iv
u
l
y
respons
ib
le
,
to
the
freigbters
and
s
hip
perg.
f
or
th
e
a
c
ts
of
th
e
ir

capta1tn
S
a
n
d
tbe
iT
O
fBcers
relative
to
the
cargo
.
p
r
ovide
d
th
e
y
can
n
o
t
p
rove
tha
t
d
a
m
age
w
a
s
caused

by
forc
e
n
la
j
eure.
b
y
v
ic
e
p
ro
p
ero
f
the
B
erC
ba
監

I'Se
,
0
1･
b
y

the
fault
of
th
e
s
h
山p
p
er.

I
t
is,

how
ever.
)aw
fu
l
fo
ュ

he
p
a
r
tie
s
to

va
ry
tb
ig
re
sp
o
n
sib
iiity

b
y

sp
e
C
ia
l
s
tip
u
ta
tio
n
S-
wi
th

th
e

fo
tto
w
ln
g
e
X
C
e
P
tion
s
:I

O
w
e
n
rs
o
f
Bhip
s

sh
ou
td
b
e
p
ro
hibited
fl
Om
re
lie
v
ln
g
th
e
m
s
elvesin
a
d
v
a
n
ee
of
their
re
SP
O
I邑

ity
b
y

in
S
erting
a
clause
in
旨
e
con
tract
of
a等
e
…g
h
tm
ent,
the
biu
of
la
a
i義

.
Or
by
any
other
agreem
el]t
:
I

(A
)･
F
o
r
a
n
y

acts
of
th
e
ir

cap邑
n
g
or
theiro
fB
cers
ie
n
d
in
g
to
com
p

rom
I.S爪こ
he
SeaW
Orthill
eSS
Of
the

sbips
,

第
三
十
八
番

二

七

こ

論

説

1
九
二
一
年
韓
牙
規
則
に
洗
て
(其
四
)

第
二
戟

七



第
二
手

八
懸

(
1
七
二
)

論

説

l
九
二

一
年
韓
牙
規
則
に
就
て
(其
四
)

第
二
城

r八

(
a
)
.

F
o
r

a
n
y

a
c
t
w
b
ic
h
w
o
tlld
c
au
se
d
a

m
a
g
e
Lh
ro
義

h

i
ln
P
r
O
P
e
l･
S
t
O

Vm
g
e
,

W

a
n
t
O
f

c
a
l･e
,
Or
i
n

c
o
m
p
･

te
te
a
e
lli
v
er
y

o
f

Lh
e
g
o
oa
s
c
o
n
a
d
e
d

t
o

th
ie
r

C
a1･e
･

(
C
)
.

F

o
r
a
i
l

b

a
rra
t
l
y

.
a
tl
ac
t
s
a
tt
d

c
a.g
e
S

o
f
n

e
g
li
g
e
ロ

C
e
h
a
v
in
g

t
h
e

ap
p
e
a
r
a
n

c
e
of
g
r
os
の

f
r
au
d
.

T

h
e

r
e
s
p

on
s
i
b
itity
o
f
s
b
i
p

o
w
n
er
s

r
e
s
u
l
t
i
r)
g

f
-
o

m

th
e
a
c
ts
a
n
d

e
n
g
a
g
e
m
e
n
tm
o
f
t
h
e
i
y]
o
fB
c
ia
l
s

).s
l
i
m
ited

t
o

もh
e
v
a
lu
e
o
f

th
e
B
h
ip

an
d

f
r
e
i等

t
.

T

b
e
y

c
a
n

r
id

t
b

em
s
e
lve
s

o
f
t
h
is

r
e
S
p
o
n
s
i

bilit
y

b
y

a
b
a
n
d
o
n
in
g

t
b
e
s

hip
a
.n
d

t

he
f
r
e
i
g
b
t
o
r
t
h
e
ir

v
a
lue

a
t
th
e
m
o
ln
e
n
b

o
f

th
e
c
o
rn
m
e
n
c
e
m
e
nt

o
f
su
it.

!
八
八
五

年

の
扶
壁
合
議
並

に
次

に
安
土
府

に
開

か
れ

た
る
国

際
商

法
合

議
苗

決
定

し
た

る
も

の
は
船

主

に
承
認

n
れ
難
き
部

分
あ

h

て
賓

際

に
採
用

せ
ら
れ

き
る
の
状

勢

在
り

き
而

し

て
本
問
題

は
皆

時
猶
米
英
等

の
摘
発
合
議

所
を
中

心

と
し

て
熱

心

に
研

究

せ
ら
れ

た

5
両

し
て

l
八
八
六
年

五
月

に
挽
壁

ビ
ブ

レ

メ

ソ
の
南
商
業
密

議

所
は
此

の

二
降

の
斬

童
磁

骨

だ

協
議

の
上
汽
船

に
用

ふ
る
船
荷

鐙
券

の
制

定

を
絡

h
之

を
採
用

す

る

rJ
だ

に
合
意

せ

る
旨

を

敬
表

し
光

ら
(托e紬
lS
ioT
B
Pi'SS9Tlr鮎
m,,e)此
の
船
荷

謬
券

の
規

則

は
十
七

ケ
僚

よ
-
成

る
兜

の
扶
壁

及

び

プ

レ

メ

ソ
両

地

の
協

同

に
よ

h

y
編
成

せ
ら
れ

た

る
顔
荷

苦
界

に
依

れ
ば
願

主

は
塵
肺

の
耐
航

在

る

rJ
だ
櫨

装
及

び
設
備

の
通
常

覆
る

こ
と
並

に
桔
荷

の
積

付

け
'注

意
'取
扱

聖
及

び



引

際

の
通

常

に
行

は

る

j

乙

だ
に
付

三

見
に
任
す

ぺ
敷

rJ
だ

j
せ

C
(響

)
然

れ

皆

も
舶

細

砂

航

海

上

の
唐

員

の
過
失

に
付

で
は
斬

ま

に
責

任

な
き

乙

rJU
を

明

に
規

定
せ

･a"

衰
)
船

員

の
航

鞍

上

の
過

失

.1
射

し
て

具

違

法
契

約

南

常

尊

者

の
合

意

あ
れ

ば
)船
主

な
免
貴

す

る

こ
と
t

L
iv
e
r
･

p
oo
t
B
ill
o
f
la
d
in
gL
882
･
を

初

め

と
し

て

N
e
w
Y
ork
P
rod
LICe
EX
C
h
an
g
e
B
ill
o
f
L
ad
i7]g9
1884･も
亦

一
八

八

五

年

の

彼

の

二
種

の
地

中
韓
'黒
準

.''～
ル
チ

ッ

ク
海

船
荷

詮
琴

も

一
八

八

六
年

の
猫
迄

の

二
港
協

定

の
前

説

の
規

則

も

嘗

1
致

せ

る

が
如

し
前

記

の
自

耳

義

に
閑

.p
れ
㌣

ち
国

際

商

法

曾

譲

り
決
議

文

に
は

絶

息

の
航

海

上

の
過

失

を

如

何

に
取

破

ふ

べ
き

や
に

付

き

明

記

瀬
音

も

其

の
決
議

の
精

神

にヱ
斯

ろ

免
童

約

款

の
効
力

布

教

て

否
定

ぜ
ざ
る

も

の

ゝ
如

し
,狩
り

前

記

の

一
八

八

五

年

の
湊
墜

船

荷

詮

券

の

み

に
斯

ろ

免
責

約

款

の
効

力

を

明

に
制

限

せ
る

こ

と

以

上

述

べ
i1
る
所

の
如

し
｡

積

荷

の
取

扱

上

の
過

失

に
付

き
船

主

.1こ
童

呑
気

ほ
し

む

ろ

こ
と

_

l
八

八

五

年

の
漠
墜

船

荷

託

券

其

他

の
駿

荷

記

券

も
亦

前

記

の
自

尊
義

に

関

が
れ

た

る
商

法
骨

議

の
決

議

も

悉
-

一
致

ぜ

ろ
が

如

し
｡

船

舶

の
耐

航

(Sea
w
o
rt11㌢
esS).1二
射
し

て
施

封

的

_こ
船

主

_こ
受

任

を

賞

に
L

む

べ
き

や
否

や

に
付

き

て

は

H
a
m
･

b
u
rg
B
ill
o
f
.
L
a
d
i
n
g

,
1

883.
は
最

も
明

白

に
船

主

の
耐

航

塘

保
哉

番

の
栂

封

的

規

定

な

る

こ
と

み

示

せ
る

+b
如

し

一
八

八

二
年

の

Li
verpo
o
l
船

荷

謡

歩

み

初

め

と
L

Y

一
八

八

四

年

の

N
ew
Y
ork
P

ro
d

uce
E
x
ch
an
ge
3

3JL
並

に二
地

中

海

方

面

の
彼

ら

7
八

八

五

年

の

二
船

荷

驚

券

も
亦

一
八

八

六
年

の
猫
逸

二
港

協

定

の
船

荷

詮

券

も

同
様

_こ
船

主

に
紹

射

的

の
糞

僅

あ

り

と

せ
る
.i,
如

し
(唯

潜

在

せ
る

斑
症

tこ
付

て

に

地
等

の
何

れ

の
船

荷

琵
券

も

之

を

紹
射

的

の
豊

住

と
は

籍

し

も

ら

す
)濁
り

自

卑
義

に
閃

.?
れ

i1
ろ
前

記

の
国

際

商

法
合

議

の
決

議

に
依

れ

ば

不
堪

船
毒

以

第
三
十
八
巻

二

七
三
)

論

説

l,
九
二
l
年
韓
牙
規
則
に
放
て
(
其
讐

第

二
舘

九



第
三
十
八
巻

二

七
四
)

論

説

一
九
二
l
年
海
牙
規
則
に
放
て
(
其
四
)

第
二
館

lO

て
船

主

の
細

野

的
愛

住

と
は

せ
ず
過

失

な

き

と
き
に

不
耐

茄

の
革

質

あ

る

も

免
責

約

款

の
効

力

を

認

む

る
精

神

な

る

が
如

し
｡

細

見

の
悪

行
(b
arratry)にこ
放

て
tlミ

一
八

八

二
年

の

L
ilerP
O
O
I
B
iil
o
f
L
a
d
ing
か

初

吟
と

L

一
八

八

五

年

の
地

中

落

方

面

の

二

つ

の
船

荷

詮

券

井

に

一
八

八

四

年

の
N
ew
Y
ork
P
ro
duce
Ex
c
hange
B
n
l
of
L

a
d
in
g
も
船

主

の
責

任

以

外

と

せ
る

も

一
八

八

五

年

の
fl
a
m
b
u
Tg
B
i〓
o
f

LaLunm
(彼

の

二
港
協

定

に
成

る

も

の
)及

び

1
八

八

五

年

にこ
白

井

義

に

問

PP
れ
i11
る
国

際

商

法
合

議

の
決

議

暮こ
依

れ

ば
船
員

の
悪

行
に

船

主

の
受

任
な

り

と

せ
り
O

観
際
法
協
倉

は
既

に
二
回
だ

け
触
荷

詮
券

を
決
議
せ
ち
'即
ち
二

八

八

二
年

の
リ

バ

プ

ー

ル

合
議
(第
十

回
に

於

で
東
員

の
過
失

に
困

る

N
a
v
ig
a
tb
n

r
is
k

に
射
し

て
免
責

の
自

由

を
許

せ

る

船
荷

語
券

を
制

定
し
た

る
も
其
後

に

l
八
八

五
年

決
壊
禽
議
(第

十

二
回
)に
於

て
願

主
は
薪

る

責

任

を
免

か
る

J
の
自

由

を
有

せ

き
る
朗

の
船
荷
認
容

を
決
議

し
た

る

乙

だ
以

上
述

べ
た

る

所

の
如
し
｡

次

に

1
八
八
七

年
七
月

に
倫

敦

に

開

か
れ
た

る
第

十

三
回

の
国
際

法
協
食

は
船
荷
澄
穿

統

1
問
題

を
討
議

せ
h
常

時
扶
壁
商

業
合
議
所

は
舶

立
は
使
用

人

の
過
失

よ
-
生
ず

る

N
a
v
ig
a
･

t
io

n
risk
に
対

し

て
免
責

さ
る

べ
き

79
の
怒
り

と
の
意

見

を
懐

き

た

る
7g
倫
敦
商

業
合
議

所
は

之

れ

正
反
射

の
意

見

を
有

し
た

-
旦
船

主
側

は
倫
敦

に
於

七
も
肇

免
責

に
瀞
し

て
反
対

在

る

は
諭

を

溌

き
れ

燈

も
)



却

説

此

の
観

際

法
第

十

三
回

の
倫

敦
禽

議

に
於

で
プ
バ
ブ

･-
γ
の

G
raLy
H
iニ
鷹

は
優

周

人

の
過

失

に
因

る
朗

の
航
海

危
険

に
畢
し

て
触

蓬

は
免
責

さ
る

べ
き

も

の
在

h

W
せ

る
所

の
彼

の

一
八
八

二
年

の
タ

バ
ブ

ー
ル
戯
荷

違
算

の
趣
旨

を
復
活

せ

し

め
ん

ど
の
希

望

を
滋

で
次

の

如

-
提
議
果
せ
ち

廟

童

は
運
送

品

の
梧
付

抄
引
渡
し
等

の
如

き

運

送

に
掬

す

る

通

常

の

革

項

(au
m
atter

relatin
g
to
the
ordinary
course
of
hb
e
v.yage)に
流

し

て
戯

童

は
其
使

用

人

の
過
失

に
対

し

て
責

任

を
負

ふ

.,(
し
然

れ

皆

も
航

海

の
審
鼻
(accid
en
ts
of
rlaVigation
)に
属

す
る
所

の
事

項

に
勢

し

て
は
侶
命

夫
れ

が
直
接

戯
員

の
過
失

に
原
因

す

る
場

倉

に
於

七
も
責

任

を
免

か
る

べ
き

も

の
在

h
O

此

の
如
き

趣

旨

の
頚
定

を
設

-

る

乙
亡

の
利
益

と
し

て
同
氏

の
説
明

せ

る
所

に
依
れ

ば

l

八
八

二
年

の
タ

.I,
プ

ー

ル
戯
荷

謹
券

は
舶

員

の
過
失

に
対
し

て
免
ま

せ

る
結
果

亡
し

て
荷

主

は

二
重

に
保

険

せ

ら

る
が
如

き
状
態

を
股

す

る
が
故

に
雌

の
戯

何

澄
券

の
採

用

に
依

-

て
詐

談

が
演
少

し

光

り
'然

る

に
彼

の

一
八

八
五
年

の
箆
壁

合
議

に
は
通

常

覆

る
代

表
者

が
不
幸

に

し

て
出

席

し
む
ら

ぎ
h

L

が
褒

め
に
重

囲

願
主

は

1
人

79
塵
席

し

む

ら

き

り
旦

1
八

八

二
年

の
タ

メ
ブ

ー
ル
の
決
定

を
慶

安

し
た

る
次
第

に
し

て
是
れ

賓

に
彼

の
漠
壁
脅
議

の
主
脳

着
た

第
三
十
八
番

二

七
五
)

姶

祝

1
九
二
一
年
韓
牙
規
則
に
就
て
(其
四
)

第
二
碗

〓
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三
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八
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二

七
六
)

論

説

一
九
二
一
年
鞍
牙
規
則
に
凍
て
(
英
四
)

第
二
戟

一
二

･e,
し
所

の

W
end
F
氏

の
失

敗

在

･E′
己
説

き

G
raJV
fm
t
氏

は

本
食

が
党

q
u
に

l
A

八

二
年

に
タ

'バ
ブ

-

ル
に
於

で
決
定
し
た

る
が
如
-

過
失

に
困

る
航
海

危
険

は
宜

し
-
之

を
免
責

す

る

の

主
義

を
採
用

す

べ

き
も

の
覆

る

乙
}J
を
蓬
攻

し

允

､り
.
W
en
a
t
氏

の
之

に
瀞

す

る
塀

明

に
依

れ

ば

抑

も

一
八

八

二
年

の
ク

ズ
ブ

ー
ル
合

議

に
於

て
飯

に
決
議

を
遂

げ

た

る
後

に
於

で
糞

に
同

!
問
題

に
付

m
J
て

一
八

八
五

年

に
決
壊

に
愈
議

を
開

き

た

る
所
以

は
賓

は
タ

FI,l
ブ

ー

ル
合

議

の
換
議

に
於

で
船
員

の
過

失

に
因

る
航

海

の
事
故

を
免
責

す

る
主
義

を
採
用

せ

る

乙

だ
が

1

紋

の
知

る
所

だ
在

る
や
英
国

の
み

在
ら
ず

印
度

濠
洲
等

の
商

業
禽

議

朗
廃

除

協
倉

等

よ
h
国

際

法
協

骨

の
役
員

に
向

て
抗
議

が
嬉

々

到
達

し
た

-
而

し

て
政
等

の
抗

議

書

は
之

を
各
部

第

十

三
回

の
rn
H
a
n
合
議
(
一
八

八

三
年
閑

禽
)に
提
出

し
澄

き

た
ら
'軸
比

事

情

の
下

に

一
八

八
五
年

の
藻
鎮

静
議

は
本
問

題

を
再

討
議

に
付

し

た

る
覆
A
.拾

W

endt氏
は

EI
-

畜
輩

は
経
瀞

に
依

り

て
海

且
衝

突

の
十

中

の
.
丸
ま

で

は
励
員

の
過
失

に
原

田

せ

る

こ
亡
を
知

る

が
故

に
励

ま

の

責

任

を
免

除

す

る

こ
と
を
好
ま

き

る
老

生

又
鹿
舶

ビ
積
荷

だ
保
険

者

ど
の
間

の
関

係

に
付

dTJ

て

三

日
せ
ん

に
腰

員

の
過

失

に
図

･C,
て
唐

鯛

が
喪

失

し

て
積
荷

が
損

傷

を
破

む

む
光

る

に
替

り

で
積

荷

の
保

険

者

が
船

主

に
向

て
韻
書

を
要

求
し

得

る
は
常
然

在

る

べ
き

に
保
険

者

は
積

荷

に
暫

し

y
保
険
料

を
額

粧

せ

る

の
故

を
園
y

斯

る
要

求
標

覆
き

79
の
有
-

ど

の
説

を
薦

す



も

の
あ
れ
昏

亀
絢

も
保

険

契
約

は
保
険

者
}
J
被
保
険

者

ど
の
間

の
損
害
填

補

の
契
約

に
過
ぎ

ず
'保
険

者

は
被
保
険

者

に
支

沸

へ
ば
盛

三
者

に
封

す

る
権

利

を
取
得

す

る
は
雷
魚

覆

り
､保
険

は
腰

員

の
過
発

に
著

し

て
其

の
政
保
険

者

の
み

を
保
険

し
励

ま

を
ば

保
険

し

を
ら

ざ
る
が
故

に
唐

藷

に
曾

て
要

求
し
得

る
は
明
短

音

桓
云

々
倫

敦

の
S
c邑
ton
氏

の
意

見

に
よ

れ
ば
英

国

政

府

の
有

す

る
資

料

に
基

や
精
密

に
調

査
し

禿

る
所

に
よ
れ

ば
六
千

人

の
海
上

死
亡

者

の
内

に

て
絹
千

四
十

三
人

の
死
亡

は
登
然

天
候
(W
慧
th
er)に
の
み

原
因

せ

る
も

の
に
し

て
天
候

と
は
暴

風
'無

風
､潮

嘩
琴
雷

を
倉

珍
JJ

W

enat既
は
事

慶

の
十
分

の
九

は
唐

員

の
過

失

に
困

れ

り

ビ
云

ふ

も
根
接

写
し

だ
0

斯

-

七

G
i･ay
班
il!,
氏

の
敬
譲

は
賛

成
者

百

二
十

人

の
多

数

に

て
通
過

し

て
倫

敦

禽
議

を
終

れ
･Ja
､(反
動

の
投
棄

は
僅

か
に

小
委

な

り
き

反
射

者
国

よ

う

l
人

に
止
ま

ら

き
申
し

も
大
勢

の
遊

-
所

を
察

し

で
投
票

を
無
用

だ
心
得

JiJ
差

経

へ
允

る
者

あ

-
き
)

東

員

の
過

英

に
因

る
N

a
v
ig
a
tio
i-

is
k

に
暫
し

で
醇

蓬

を
免
責

す

),(
き

ゃ
否

や

に
就

て
は

山
方

に
於

て
触

童

}J
他
方

に
於

で
一
荷

主
及

び
保
険

者
及

び
商

業
合
議

所

ど
の
問

に
見

解

の

蘇

る

J
は
蓋

し

不
得

己

rJ
だ
な

ら

1
八
八

四
義

年

の
頃

に
は
英

国

に
く
は
海

上

に
驚

け

る

人
命

の
喪
失

に
掬

す

る
調

査
委

員

(R
oy
al
C
omm
ission
{jn
L
oss
of
L
ifea
t
S
ea
)

存

在

し

て
調

査

率

宣

,り
し

か
ぼ
倫

敦

の
豊

覆

る
菌

糞
国

際

は
建
議

葦
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説

一
九
二
一
年
海
牙
規
則
に
放
て
(其
四
)

第
二
洗

一
四

に
あ

ら
)を
委

員
長

に
提
出

し

七
日
-
党

頃
二

八
八

二
年
)幽
際

法
協

倉

は
船

荷

遼
券

の
用

式

を
決
定

し

た

る
も
商

業
界

は
之

に
清

風

の
意

を
表
し

む
ら
や
然

る
に
励

ま

の
違
蓬

止

の
責

任
問

題

は
調

査
委
員

の
調
査

し

り

～
あ

る
事

項

だ
密
接

の
臨

係

を
有

す
る

も

の
な

れ

ば

調

査
委

員

に
於

て
兼
帯

詮
穿

開

罵

を
も
調

査
報

告

せ

ら

れ
ん

rJ
Aij
を
要

望

す
o

ビ
云

ふ

に
J.め

･Jl･き

調

査
委

員

の
報

告

番

は

1
八
八

七

年

八

月

二
十

七

日
付

に

て
来

は
れ
た

b
T然

れ
皆

も

舶

荷

認
券

の
周
式

は
之

を
示

n
す
､荷

童
並

に
億

劫
者

に
封

す

る
励

ま

の
責

任

に
陶

し

て
は

軍

に

東

海

不
適

の
状

態

に

て
鹿
舶

が
出
帆

し
た

る

に
ょ

-

て
遅

速

品
を
嘗

は
れ
光

る

(,J

き

は
敬

重

は
自

己
或

は
使
用

人

が
耐

航

有
ら
し

め
或

は
耐

覇

を
緑
綬

す
る

に
就

て
相

皆

の

注

意

を
用

払
た

る

乙
だ
を
澄

明

す

る

に
あ

ら

き
れ

ば
責

任

を
免

か
る

ヽ

乙

亡
を
得
ず

ど

の

意

旦

嘩
諾

噸
語

調
踊
場
聖

及

基

地

の

…

し
恕
附

記
せ

る
外

大

し
た

る
記
載

無

さ
が
如

し

(未
完
)


